
夏の暑さに負けず
いつも明るく前向きに

ひまわり村について
河北潟干拓地の夏の風物詩「ひまわり村」。
約2.3haに35万本のヒマワリが咲き誇り、
全長1kmの迷路が広がります。
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津幡町

12月まで
県内各地で

実施!

　石川県看護協会の令和6年度訪問看護管理

者研修は初回の講義が行われ、県内各地で訪

問看護に携わる参加者10名が、認定看護師の

平元まどかさん（あっとほーむな訪問看護ステー

ションやまと）から管理業務の概要と管理者の

役割を学びました。

　平元さんは日頃から多くの役割を担う管理者

の苦労に理解を示しながら、結果を出すために

は、理念を持つことやニーズを捉えて強みを活

かすこと、無駄を無くすことなど、自身の経験も踏

まえながら、幅広くポイントを話しました。
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CHECK!

結果を出す管理者となるために
幅広くポイントを学ぶ

看護補助者の業務内容や
やりがいなどを解説

YouTube
説明会をチェック!
看護協会HP

業務内容をチェック!
YouTube

説明会をチェック!
看護協会HP

業務内容をチェック!

詳細は各QR
から

業
務
内容や説明会の

ご確認ください

看護職の就業相談
連携によるハロ-ワ-クとの連携によるハロ-ワ-クとの

　石川県看護協会は本年度、県内のハローワークで

「看護補助者のお仕事説明会」を実施しています。初

回は6月17日（月）にハローワーク金沢で行なわれ、参

加者23名が看護補助の仕事への興味・関心を高め

ました。

　この日の解説役は浅ノ川総合病院の柳美知代看

護部長が務めました。冒頭に

「看護補助者は看護

師にとって心強く頼りになる存在で、患者さんにとって

は安心できる存在です」と、看護チームの大切な一員

であることを伝えました。業務内容の解説では直接ケ

アと間接ケアの違いや、看護師から明確な指示が出

てサポートを受けられることなどを伝え、参加者の不

安を和らげたほか、介護福祉士の受験資格を取得で

きることや「先輩看護補助者の声」も紹介しました。

　参加者からは「おむつ介助は1人で行いますか？」

「働き方の希望は事前に相談できますか？」などの質

問が寄せられ、基本的に看護師と看護補助者の2名

一組のペアで働くことや、勤務時間の相談も事前に

受け付けることなどを丁寧に説明しました。

上記地区でご相談をご
希望の方は、

オンラインにてご相談
をお受けいたします。

穴水 能登輪島 加賀
WEB相談実施中!

お問合せ

介護支援専門員（ケアマネジャー）と
ACPについて語り合う

　石川県訪問看護ステーション連絡会のACP出

前講座は、「金沢市地域包括支援センターたが

み」からの依頼を受けて行われ、ケアマネジャー

12名が人生会議（ACP）への理解を深めまし

た。木谷幸子さん（こすもす訪問看護ステーショ

ン金沢）と池川淳子さん（訪問看護ステーション

リベルタ金沢）がポイントを解説しました。

　グループワークも行われ、参加者は「利用者さ

んの意思選択に関わるたびに『もっと考えるべき

だった』と反省しますが、これからも思いを聞い

て背中を押したい」などと発表し、日々感じている

ことを共有しました。
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事例Ⅰ やわたメディカルセンター
事例Ⅱ 金沢赤十字病院
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介護医療院

「悠悠」

志賀町

近藤 圭介 さん深谷 真智子さん

　私のライフワークは災害看護です。日本災害看護

学会のメンバーとして豪雨災害などの被災地で活動

したこともありますし、災害看護に取り組む団体「山

﨑絆塾」の一員でもあります。震災発生後、現地で働

くことを検討したものの、長期滞在できる状態ではあ

りません。あきらめかけた時、能登プロジェクトから求

人情報をいただきました。施設見学をさせてもらうと、

被害に遭いながらも皆で協力して利用者さんを守る

体制を整えてこられたことが分かりました。

　現在も厳しい状況は続いていますが、スタッフの皆

さんと協力して利用者さんのケアをしています。中に

は自宅を被災しながらも日々頑張っている方もいま

す。今は難しいかもしれませんが、少しでも寄り添うこ

とができればと考えています。いつかは私の災害看

護の経験を少しでもお伝えしたいで

す。その日が来るまで「悠悠」での

役割を全うします。

　母の出身地金沢には、よく遊びにきていました。

能登の思い出もたくさんあります。震災で見慣れた

景色が一変した時はショックで、「石川のために」と

能登プロジェクトに参加しました。被災地では看護

職の宿泊所を用意できないなど、さまざまな問題が

あったようです。現在は施設内の空き部屋を使わ

せていただいていますが、震災発生から今日までの

相当な苦労が施設内の随所でうかがわれます。

　摂食嚥下障害の分野に力を入れてきたので、食

事介助の場面で技術が役立っています。これまで

は患者さんの元気を取り戻すことや、退院後の生活

支援にやりがいを見出していましたが、こちらでは

看取りの看護が求められ、その違いに戸惑うことは

あります。しかし、どこで働くにしても利用者さんとご

家族のことを第一に看護をすることは

変わりません。相手の思いを聞いて

行動することを大切にしたいです。

「第二のふるさと」の力になりたくて災害看護のキャリアで初の長期支援

※インタビューは2024年5月
29日(水)に行われました。

　今年4月にナースセンターのスタッフにな

りました宮本由香里です。訪問看護研修と

石川県訪問看護ステーション連絡会事務

局、介護施設等で働く看護職員支援事業を

担当しています。

　20年余り訪問看護ステーションの管理

者をしていた経験を活かし、在宅分野で働

く看護師のお役に立ちたいと考えています。

　今年度は診療報酬と介護報酬の同時改

定やオンライン請求が始まり、訪問看護師

から多くの相談が寄せられています。物価

高騰・賃金上昇、人材確保、保険料負担等

の影響を踏まえ、訪問看護ベースアップ評

価料が新設されました。また、医療DXやイ

ノベーションの推進等による質の高い医療

の実現が求められています。正しく算定する

ことにより、自分たちの頑張りを報酬に反

映させていきましょう。

　訪問看護師は24時間対応で利用者のい

のちと暮らしを支えています。夜間対応後

の休みの確保など働き方改革も求められて

いますので、みなさんが楽しく生き生きと働

けるような職場づくりを一緒に

考えていきましょう。
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石川県看護協会は元日の震災発生後、

能登プロジェクトを立ち上げ、被災地の

医療・福祉施設と県内外の人材のマッ

チングに取り組んできました。今回は能登

プロジェクトに登録し、志賀町の介護医療院

 「悠悠」で勤務している看護師に話を聞きました。聞きました

に
登プロジェクト能
看護職
参加した

に

Interview

聞きました

に
登プロジェクト能
看護職
参加した

に

Interview

神奈川県
看護協会

2024年5月から「悠悠」に
看護師として勤務

1年間期間限定勤務

2024年3月から「悠悠」に
看護師として勤務
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神奈川県
看護協会

1年間期間限定勤務

訪問看護推進・実践力向上

アンケ-ト
集計結果
アンケ-ト
集計結果
回答者：93人

浦田美空さん 万代呂悠希さん
まんしろ

　公立宇出津
総合病院のみなさん

 市立輪島病院のみなさん
※もう1人の新人看護師

竹園 雅さんは撮影時不在でした。

Profi
le

　「看護職と看護学生のための就職情報交換会」

（主催：石川県、石川県看護協会）は5月11日（土）、

石川県地場産業振興センターで開催されました。

21回目を迎えた今回は、5年ぶりに対面形式とな

り、県内での就業を希望する看護職や看護学生

が未来に向けての第一歩を踏み出しました。

　今年度は県内46施設が参加。参加施設はブース

を装飾し、オリジナルの動画や資料を用意するな

ど工夫を凝らして自施設の理念や福利厚生、魅力

などをアピールしました。来場者はメモを取りなが

ら、働き方や成長支援体制など就職先を決めるに

あたって重視している点を質問しました。

　交換会の開催にあたり石川県看護協会の小藤

幹恵会長が「コロナ禍の間に行われたWEB就職

情報交換会で皆さんの発信力が磨かれたと思い

ます。本日は未来をともにする仲間との大切な一

日にしてください」とあいさつしたほか、会場には

元日の能登半島地震の影響で不参加となった施

設のために石川県看護協会が立ち上げた「能登プ

ロジェクト」のブースも用意され、対象地区に関す

る相談などを受け付けました。
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未来に向けて第一歩を踏み出す
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　私のライフワークは災害看護です。日本災害看護

学会のメンバーとして豪雨災害などの被災地で活動

したこともありますし、災害看護に取り組む団体「山

﨑絆塾」の一員でもあります。震災発生後、現地で働

くことを検討したものの、長期滞在できる状態ではあ

りません。あきらめかけた時、能登プロジェクトから求

人情報をいただきました。施設見学をさせてもらうと、

被害に遭いながらも皆で協力して利用者さんを守る

体制を整えてこられたことが分かりました。

　現在も厳しい状況は続いていますが、スタッフの皆

さんと協力して利用者さんのケアをしています。中に

は自宅を被災しながらも日々頑張っている方もいま

す。今は難しいかもしれませんが、少しでも寄り添うこ

とができればと考えています。いつかは私の災害看

護の経験を少しでもお伝えしたいで

す。その日が来るまで「悠悠」での

役割を全うします。

　母の出身地金沢には、よく遊びにきていました。

能登の思い出もたくさんあります。震災で見慣れた

景色が一変した時はショックで、「石川のために」と

能登プロジェクトに参加しました。被災地では看護

職の宿泊所を用意できないなど、さまざまな問題が

あったようです。現在は施設内の空き部屋を使わ

せていただいていますが、震災発生から今日までの

相当な苦労が施設内の随所でうかがわれます。

　摂食嚥下障害の分野に力を入れてきたので、食

事介助の場面で技術が役立っています。これまで

は患者さんの元気を取り戻すことや、退院後の生活

支援にやりがいを見出していましたが、こちらでは

看取りの看護が求められ、その違いに戸惑うことは

あります。しかし、どこで働くにしても利用者さんとご

家族のことを第一に看護をすることは

変わりません。相手の思いを聞いて

行動することを大切にしたいです。
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局、介護施設等で働く看護職員支援事業を

担当しています。

　20年余り訪問看護ステーションの管理

者をしていた経験を活かし、在宅分野で働

く看護師のお役に立ちたいと考えています。

　今年度は診療報酬と介護報酬の同時改

定やオンライン請求が始まり、訪問看護師

から多くの相談が寄せられています。物価

高騰・賃金上昇、人材確保、保険料負担等

の影響を踏まえ、訪問看護ベースアップ評

価料が新設されました。また、医療DXやイ

ノベーションの推進等による質の高い医療

の実現が求められています。正しく算定する

ことにより、自分たちの頑張りを報酬に反

映させていきましょう。

　訪問看護師は24時間対応で利用者のい

のちと暮らしを支えています。夜間対応後

の休みの確保など働き方改革も求められて

いますので、みなさんが楽しく生き生きと働

けるような職場づくりを一緒に

考えていきましょう。
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医療・福祉施設と県内外の人材のマッ

チングに取り組んできました。今回は能登

プロジェクトに登録し、志賀町の介護医療院

 「悠悠」で勤務している看護師に話を聞きました。聞きました

に
登プロジェクト能
看護職
参加した

に

Interview

聞きました

に
登プロジェクト能
看護職
参加した

に

Interview

神奈川県
看護協会

2024年5月から「悠悠」に
看護師として勤務

1年間期間限定勤務

2024年3月から「悠悠」に
看護師として勤務

ごあいさつ

essageM

来場者
延べ数

1施設平均
来場者数

平均訪問数
（1人あたり）

情報を知るため

関心がある病院が
参加しているから

１１

県内に
就職したいから22

33

み
ん
な
の
参
加
理
由

わからない
11人

早い
1人

遅い
16人 丁度よい

65人

開
催
時
期
に
つ
い
て

役
に
立
った
内
容 理念44

教育内容

募集状況

１１

待遇22

33

5.3ブ-ス14.9人人683人人

神奈川県
看護協会

1年間期間限定勤務

訪問看護推進・実践力向上

アンケ-ト
集計結果
アンケ-ト
集計結果
回答者：93人

浦田美空さん 万代呂悠希さん
まんしろ
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 市立輪島病院のみなさん
※もう1人の新人看護師

竹園 雅さんは撮影時不在でした。

Profi
le

　「看護職と看護学生のための就職情報交換会」

（主催：石川県、石川県看護協会）は5月11日（土）、

石川県地場産業振興センターで開催されました。

21回目を迎えた今回は、5年ぶりに対面形式とな

り、県内での就業を希望する看護職や看護学生

が未来に向けての第一歩を踏み出しました。

　今年度は県内46施設が参加。参加施設はブース

を装飾し、オリジナルの動画や資料を用意するな

ど工夫を凝らして自施設の理念や福利厚生、魅力

などをアピールしました。来場者はメモを取りなが

ら、働き方や成長支援体制など就職先を決めるに

あたって重視している点を質問しました。

　交換会の開催にあたり石川県看護協会の小藤

幹恵会長が「コロナ禍の間に行われたWEB就職

情報交換会で皆さんの発信力が磨かれたと思い

ます。本日は未来をともにする仲間との大切な一

日にしてください」とあいさつしたほか、会場には

元日の能登半島地震の影響で不参加となった施

設のために石川県看護協会が立ち上げた「能登プ

ロジェクト」のブースも用意され、対象地区に関す

る相談などを受け付けました。
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宮本 由香里

5年ぶりの対面形式で開催
未来に向けて第一歩を踏み出す



夏の暑さに負けず
いつも明るく前向きに

ひまわり村について
河北潟干拓地の夏の風物詩「ひまわり村」。
約2.3haに35万本のヒマワリが咲き誇り、
全長1kmの迷路が広がります。
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津幡町

12月まで
県内各地で

実施!

　石川県看護協会の令和6年度訪問看護管理

者研修は初回の講義が行われ、県内各地で訪

問看護に携わる参加者10名が、認定看護師の

平元まどかさん（あっとほーむな訪問看護ステー

ションやまと）から管理業務の概要と管理者の

役割を学びました。

　平元さんは日頃から多くの役割を担う管理者

の苦労に理解を示しながら、結果を出すために

は、理念を持つことやニーズを捉えて強みを活

かすこと、無駄を無くすことなど、自身の経験も踏

まえながら、幅広くポイントを話しました。

公益社団法人 石川県看護協会 石川県ナ-スセンタ-情報 Vol.29
公益社団法人 石川県看護協会 石川県ナースセンター 〒920-0931 金沢市兼六元町3番69号
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塩村・高城・野呂・竹村担当
た き

CHECK!

結果を出す管理者となるために
幅広くポイントを学ぶ

看護補助者の業務内容や
やりがいなどを解説

YouTube
説明会をチェック!
看護協会HP

業務内容をチェック!
YouTube

説明会をチェック!
看護協会HP

業務内容をチェック!

詳細は各QR
から

業
務
内容や説明会の

ご確認ください

看護職の就業相談
連携によるハロ-ワ-クとの連携によるハロ-ワ-クとの

　石川県看護協会は本年度、県内のハローワークで

「看護補助者のお仕事説明会」を実施しています。初

回は6月17日（月）にハローワーク金沢で行なわれ、参

加者23名が看護補助の仕事への興味・関心を高め

ました。

　この日の解説役は浅ノ川総合病院の柳美知代看

護部長が務めました。冒頭に

「看護補助者は看護

師にとって心強く頼りになる存在で、患者さんにとって

は安心できる存在です」と、看護チームの大切な一員

であることを伝えました。業務内容の解説では直接ケ

アと間接ケアの違いや、看護師から明確な指示が出

てサポートを受けられることなどを伝え、参加者の不

安を和らげたほか、介護福祉士の受験資格を取得で

きることや「先輩看護補助者の声」も紹介しました。

　参加者からは「おむつ介助は1人で行いますか？」

「働き方の希望は事前に相談できますか？」などの質

問が寄せられ、基本的に看護師と看護補助者の2名

一組のペアで働くことや、勤務時間の相談も事前に

受け付けることなどを丁寧に説明しました。

上記地区でご相談をご
希望の方は、

オンラインにてご相談
をお受けいたします。

穴水 能登輪島 加賀
WEB相談実施中!

お問合せ

介護支援専門員（ケアマネジャー）と
ACPについて語り合う

　石川県訪問看護ステーション連絡会のACP出

前講座は、「金沢市地域包括支援センターたが

み」からの依頼を受けて行われ、ケアマネジャー

12名が人生会議（ACP）への理解を深めまし

た。木谷幸子さん（こすもす訪問看護ステーショ

ン金沢）と池川淳子さん（訪問看護ステーション

リベルタ金沢）がポイントを解説しました。

　グループワークも行われ、参加者は「利用者さ

んの意思選択に関わるたびに『もっと考えるべき

だった』と反省しますが、これからも思いを聞い

て背中を押したい」などと発表し、日々感じている

ことを共有しました。

076-225-7771 10:00-15:00 月-金（祝日を除く）
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七尾市小島町西部2
七尾地方合同庁舎1階
TEL:0767-52-3255

小松市日の出町1-120
小松日の出合同庁舎2階
TEL:0761-24-8609

羽咋市南中央町キ105-6
TEL:0767-22-1241

津幡町字清水ア66-4
TEL:076-289-2530

金沢市鳴和1-18-42
TEL:076-253-3030

白山市西新町235
TEL:076-275-8533
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毎月第1月曜
9:00-13:00

毎月第2木曜
10:00-12:00

奇数月第3木曜
10:00-12:00

偶数月第3木曜
9:３0-11:30

毎月第2月曜
13:00-16:00

毎月第4月曜
13:00-16:00

毎月第4木曜
9:00-12:00

11月 12月10月9月8月 連絡先日程

令和6年度

医療勤務環境
改善研修事業 公 開 講 座

事例Ⅰ やわたメディカルセンター
事例Ⅱ 金沢赤十字病院
事例Ⅲ 宗広病院
講演Ⅰ 公益社団法人日本看護
協会 看護労働課／奥村 元子

参
加
施
設
・
講
師

事例の発信
事業参加施設が取り組む
テーマに沿った内容で調整中

研
修
テ-

マ

石川県
看護研修
センター
ハイブリッド

13：00
16：00
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